
国宝＆

重伝建地区

シリーズ6

「国宝＆重要伝統的建造物群保存地区」

現地セミナー シリーズ[全 6回]

国宝の文化財的価値を学び、重伝建地区の歴史を体感

古都京都・古都奈良を中心に近畿地方には、全国の国宝の75％が集まります。

それら国宝を巡る文化財学習を現地で展開し、より深く近畿圏の文化遺産を解説、ご案内いたします。

〒600-8008 京都市下京区四条通烏丸東入ル 京都フコク生命四条烏丸ビル地下 1階

075-254-2835 （平日 10:00～19:00 / 土曜 10:00～17:00 / 日曜 10:00～12:00)

お申し込み・お問い合わせは

■受講料:会員 3,630 円(税込)
一般 3,960 円(税込)

■講 師：小嶋一郎

■社寺等施設の都合、天候・交通・感染問題等の理由によ
り、行程・訪問先を変更することがあります。
■講座中の録音・録画は、お控えください。
■締切日：５日前

建造物・仏像・絵画・工芸品にみられる珠玉の国宝、その神髄と魅力に迫ります

第 1回 4月 17日（木） 13:15～

「観心寺 国宝秘仏 御開帳」

行程（予定）１３：１５南海高野線＆近鉄長野線「河

内長野」駅改札前（２階）集合～１３：30 駅を出発
(路線バス「南海バス」で移動)～１３：４５頃バス停
「観心寺」到着～１４：００頃「観心寺」拝観※拝観

料１，０００円(予定)～１６：０１頃バス停「観心寺」出
発～１６：２０頃「河内長野」駅前にて解散

観心寺の御本尊「如意輪観音坐像(国

宝)」は、秘仏で毎年 4 月１７日・１８日の２日

間しか御開帳されず、両日ともに朝から大

勢の参拝客が訪れます。本シリーズでは

初めての参拝・拝観となり、国宝の金堂で

国宝の本尊を拝する貴重な機会です。

第2回 5月 8日（木） 13:00～

「東寺(教王護国寺)と西寺跡

(公園)、羅城門跡推定地へも」

行程（予定）１３：００近鉄京都線「東寺」駅改札前

集合～１３：１５頃「東寺」拝観※拝観料１，３００円(予
定)～１３：２０「五重塔」→「金堂」→「講堂」→「宝

物館」→「観智院」～１５：１５頃東寺境内出発(徒歩
移動)～１５：３０頃「羅城門跡(推定地)」到着～
１５：５５頃「西寺講堂跡(公園)到着～１６：３０頃史跡

(公園)を出発(徒歩移動）

「東寺」の通称名で知られる「教王護国

寺」の金堂(国宝)や講堂(重文)各内部の

拝観に加え、「五重塔(国宝)」初層の特別

公開に参ります。また、「観智院」や「宝物

館」の春期特別開館の時期に訪問します。

第4回 6月 12日（木） 13:00～

「大阪市立美術館

日本国宝展」

行程（予定）１３：００ＪＲ「天王寺」駅中央改札前コン
コース(地上)日本旅行店舗付近集合～１３：０５頃
駅を出発（徒歩移動）～１３：２０頃「大阪市立美術

館」到着※観覧料２，４００円～１５：００頃美術館出
発（徒歩移動）～１５：１５頃「茶臼山(天王寺公園)」
頂上到着～１５：４５頃ＪＲ「天王寺」駅付近で解散

大阪関西万博開催記念として、大阪市

立美術館で開催される「日本国宝展」。こ

の特別展では１３０点という膨大な数の国

宝が展示され(期間途中展示替え有り)、

雪舟筆「慧可断臂図」や「普賢菩薩騎象

像」などなじみ深い国宝が目白押しです。

第3回 5月２9日（木） 13:00～

「世界文化遺産 姫路城」

行程（予定）１３：００ＪＲ「姫路」駅中央改札前コンコ
ース(1 階)集合～１３：０５駅を出発(徒歩移動)※
雨天時はバス移動も検討～１３：３０頃「姫路城」到

着～１３：４５頃「姫路城」見学開始※入城料１，０００
円(予定)～１６：００頃出発～１６：３０頃ＪＲ「姫路」駅
辺りにて解散

法隆寺と共に、日本初の世界文化遺産

に指定された国宝「姫路城」。江戸時代初

期に建てられた大天守を中心とする連立

式天守や、櫓、門、塀、石垣など当時の姿

がほぼ守られてきた貴重な城郭建築遺構

で、千貫櫓(せんがんやぐら)も見所です。

第 5回 8月 7日（木） 8:00～

「東大寺 大仏さんの

お身拭いと五劫院」

行程（予定）８：００近鉄「奈良」駅東改札前コンコ

ース（地下）集合～８：０５頃駅出発（路線バス移
動）～８：１５頃東大寺表参道向かいバス停到着～
８：４０頃「東大寺」拝観※拝観料８００円(予定)～

１０：００頃サプライズ演出～１０：１５頃「東大寺大仏
殿前」出発～１０：４０頃「五劫院」特別拝観※志納
金５００円(予定)～１１：１０頃「公慶上人」お墓参り

～１１：２０頃出発～１２：００頃県庁付近にて解散予定

東大寺大仏殿「盧舎那仏」。通称、奈良

の大仏さんに降り積もった一年分の埃を

はらう「お身拭い」。年に一度のこの珍し

い行事を、参拝者は下から見守ります。

第6回 9月 25日（木） 13:00～

「新薬師寺 と 白毫寺」

行程（予定）１３：００近鉄「奈良」駅東改札前コンコー
ス（地下）集合～１３：０５駅出発(路線バス移動)～
１３：１５頃「破石町」バス停到着～１３：３０頃「新薬師
寺」拝観※拝観料６００円(予定)～１４：３０頃門前出
発(徒歩移動)～１４：５５頃「白毫寺」拝観※拝観料５
００円(予定)～１５：５０頃出発(徒歩移動)※天候によ
りバス移動～１６：３０頃近鉄「奈良」駅付近にて解散

光明皇后の発願で、聖武天皇の病、平癒

のために建立された新薬師寺。金堂の中

央に薬師如来坐像(国宝)祀られ、その周

囲をぐるりと十二神将像(国宝)が取り囲

むように護っているのが特徴です。

(宣京師・仏像ソムリエ

京都産業大学 日本文化研究所 上席特別客員研究員）

※資料、イヤホンガイド使用料、保険代込
※拝観料、交通費等は別途当日各自負担
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